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この資料は，一般社団法人教科書協会が定めた
「教科書発行者行動規範」に則って作成しています。
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みうら かずなお
広島大学附属学校教員を
経て，現在愛媛大学副学
長･特命教授(国語教育
学)。今年も2月に，高校
で公開授業を行った。何
回やっても授業の難し
さは変わらないと痛感。
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たかぎ のぶお
横浜国立大学名誉教授。
新学習指導要領では，教
材の内容の直接的な理解
ではなく，教材をとおし
て資質・能力の育成が求
められています。授業づ
くりが，根本的に変わります。評価の内容を生徒
に明示した指導が重要となります。
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特徴を動画で

ご紹介しています。
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成
構
本
基
の
材
教
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深
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的
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1
年

各教材の学習活動を進めたり深めたりすることに
資するよう，図解を用いてわかりやすく示し，!年
間をとおして，"種類の「思考の方法」をバランス
よく配置しました。
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「読むこと」では，教材の言葉をきっかけに多様な語
句を取り上げ，「話すこと・聞くこと」「書くこと」では，
学習活動に即した表現例を多数提示しました。
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ぼ
学
を
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「

かわの ともふみ
福岡教育大学国語教育ユニット教授。
専攻は国語教育学，国語教育史研究，
国語単元学習の研究。昭和20年代の
国語科教育実践の実態とその意義
を，「単元学習」を観点として明ら
かにしようとしています。

ಡΈํΛֶ΅͏  3年（p.98）「フロン規制の物語」

ಡॻͷ
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「読み方を学ぼう」を

活用した図解例が見られます。

１年（p.314）「思考の方法」一覧
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﹈
章
文
的
学
文
﹇
と
こ
む
読

みやかわ たけお
武蔵野大学名誉教授。昨年春に退職
して，家でごはんを作ることが多く
なりました。新聞の暮らしのページ
に掲載されるレシピが頼りになりま
す。説明にしたがって，未知の食べ
物を実現していくのですから，料理
もまた「読むこと」でしょうか。
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(
)

２年（p.20）「セミロングホームルーム」

「セミロングホームルーム」の
著者戸森しるこさんの
エッセイをお読みいただけます。
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29

3
﹈
章
文
的
明
説
﹇
と
こ
む
読

きっかわ よしのり
兵庫教育大学大学院教授。博士（学
校教育学）。著書は『論理的思考力を
育てる！批判的読み（クリティカル・
リーディング）の授業づくり』（明治
図書）など。「批判的な読み」は思慮
深い生徒を育てます。チャレンジを!

３年（p.44）「間の文化」

直後の説明文教材で「読み
方」を活用することで，確か
な力につながります。

各学年最初の説明文
の前に，プレ教材とし
ての「読み方を学ぼ
う」を折り込み形式で
配置しました。

著者による解説動画を
ご覧いただけます。

ಡΈํΛֶ΅͏ ３年（p.40）「『批判的に読む』とは」
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うえやま のぶゆき
創価大学教育学部講師。共編著に
『文字化資料・振り返り活動でつく
る小学校国語科「話し合い」の授業』
（明治図書，2018年）がある。最
近は，絵本についても勉強中。

と
こ
く
聞
・
と
こ
す
話

3

123

1年（p.30）「グループディスカッション」３年間で12の「話し合いのこつ」を提示しています。
教科書の中でも繰り返し活用できる工夫をしています。
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みやぎ しん
富山大学人間発達科学部准教授。
専門は日本語学（言葉の意味と
体系の分析），国語科教育学。現
場と協働して指導法改善・ 教材
開発に日々奮闘中。

1

2

3

 

1年（p.196）「意見文」2年（p.194）「論説文」

国
の
代
現

語

と
こ
く
書
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あべ ともよ
千葉大学教育学部教授。専門は日本
語学。現在は，日本語学と国語教育
との架橋的研究を目指した語彙・文
法に関する研究や，文法指導におけ
る国語教育と英語教育との連携に関
する研究を行っている。

彙
語

２年（p.315）「語彙の広がり」

２年（p.160）「言葉発見④　類義語・対義語、多義語」 ３年（p.97）論説「フロン規制の物語」

３年（p.75）書くこと「批評文」
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書
読

あだち さちこ
新潟大学人文社会科学系准
教授。専攻は国語科教育学，
読書指導論，読書・「読む
こと」の評価。

29
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3

3
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3

3
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ݧͷಡॻମࢲ
1年（p.92 」さろしもおのとこむ読を本「）
又吉 直樹ಡॻ׆ಈ

1年（p.181）「ブッククラブ」

ಡॻͷ 
1年（p.238）「小さな図書館」

国
の
代
現

語

2年（p.84）
小川 洋子

3年（p.84）
宮下 奈都

の
」
験
体
書
読
の
私
「

、
画
動
説
解
る
よ
に
者
著
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の
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で
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・
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く
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詳

30

。
い
さ
だ
く
覧
ご
を

1年「故事成語」 1年「三角ロジック」を「この小さな地
球の上で」で活用した例

の
際
実
ら
か
ら
ち
こ

を
版
験
体
ら
か
ら
ち
こ

。
す
ま
け
だ
た
い
覧
ご
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に
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一
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語
国
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き
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学
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果
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り
よ
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習すべき内容がひとめで
を学ぼう」を設定し，そ
明確に示しました。

特徴
ひとめでわかる
学習内容

1

特徴
ふだんの文字に生かす

「書いて身につけよう」

3
p.26-27

特徴
ポイントの明確化

「書き方を学ぼう」

2
p.26-27

硬筆で繰り返し書いて，
学びを確かなものにします。

徴
特
の』
写
書
の
代
現
『

ウェブサイトでは
特徴を動画で

ご紹介しています。
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写
書
の
代
現

筆
毛●

方
え
構
と
勢
姿

●

方
ち
持
の
筆
大

●

方
え
構
・
方
ち
持
の
筆
小

●

方
び
運
の
筆

●

方
い
扱
の
具
用

筆
硬●

方
え
構
と
勢
姿

●

方
ち
持
の
筆
鉛

各教材を見開きで構成し，各教材で学
わかるようにしました。冒頭に「書き方
の教材で学習する書き方のポイントを

手書き文字の魅力を伝え広めながら社会
で活躍する人々を紹介しています。自分自
身と文字との関わりについて考えること
で，豊かな文字文化の担い手を育てます。

小学校書写での学習内容を確認して定着させるとともに，
高等学校芸術科書道への幅広い興味を促す教材を設けました。

「書き方を学ぼう」

特徴
小学校書写との連携，
高等学校芸術科
書道への接続

5

特徴
豊かな文字文化に

ふれる

4

▼姿勢と構え方
　02毛筆の構え方
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』
三
・
二
・
一
写
書
の
代
現
『

「書き方を学ぼう」で学んだ書き方のポイントが，他の文字ではどこに使われているかを考えます。

特徴
ポイントの明確化

「書き方を学ぼう」

2

たにぐち くにひこ
安田女子大学文学部書道学科教授。
専門は書写書道教育学。考えたりま
とめたりする学習の場面や，人と人
との関係の中で，相手や目的に応じ
て書き分けていける書写の力は，こ
れからも求められ続けるでしょう。
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写
書
の
代
現

(

1)

さまざまなタイプの書き込みページを設けました。毛筆で書いて学習したことを，
硬筆で繰り返し書くことで，社会生活で活用できる確かな力として定着させます。調

況
状
習
学
・
力
学
国
全
、
は
題
課
の
内
り
返
り
振

。
す
ま
い
て
し
定
設
て
え
ま
ふ
を
果
結
の
査

特徴
ふだんの文字に生かす
「書いて身につけよう」

3
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ち
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で
書
科
教
い
す
や
び
学
く
す
や
い
使

。
す

●

体
書
い
す
や
し
習
学

●

別
区
を
報
情
で
段
下
・
段
上

●

ト
ウ
ア
イ
レ
の
結
完
き
開
見

●

る
か
わ
で
解
図

●

夫
工
る
け
分
見
で
外
以
色

●

色
配
い
す
や
し
別
識

●

発
開
の
紙

●

夫
工
の
上
本
製

ユ

み
組
り
取
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■

年
学
各

　書
導
指
習
学

巻
下
中
上

を
ど
な
開
展
の
導
指
習
学
な
的
準
標
、
説
解
い
し
詳
の
材
教
や
画
計
導
指
習
学
間
年
＊

。
載
掲
　■

ド
イ
ガ
用
活
」
う
ぼ
学
を
方
み
読
「

■

D
V
D

-

M
O
R

■

集
材
教
充
補

で
用
活
に
成
作
ト
ス
テ
、
や
材
教
の
め
た
の
展
発
や
充
補
、
に
外
以
材
教
録
採
書
科
教
＊

。
選
精
を
材
教
る
き

■

Ｄ
Ｃ
読
朗

■

編
書
朱

༺ࢣڭ
ಋॻࢦ

͜ͱ·ͳ
ΞϓϦ

●漢字学習アプリ
  （無料）など

ੜె༻
ࡐڭ

ใࢽ

ΣϒαΠτ

σδλϧ
Պॻڭ

https://tb.sanseido-publ.co.jp/03gkpr/ʢޠࠃʣ
https://tb.sanseido-publ.co.jp/03gspr/ʢॻࣸʣ

●『ことばの学び』
●『教育最前線』など

ֶशࣙॻ
●『例解新国語辞典』
●『例解新漢和辞典』

など

ʰݱͷ国語ʱ
ʰݱͷ書写ʱ

ྩ 3൛

▼こちらからサンプルを
　ご覧いただけます。

三省堂　国語教科書

』
語
国
の
代
現
『版
度
年
３
和
令

、
ら
が
な
し
と
心
中
を』
写
書
の
代
現
『

ざ
ま
さ

指
習
学
な
ま

導

を
ム
ラ
グ
ロ
プ

。
す
ま
し
案
提

内
案
ご
の
材
教
・
書
導
指
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が
徒
生
と
生
先
、
で
業
授
の
て
べ
す
、
後
今

　

5

　

ん
な
は
義
意
う
使
を
Ｔ
Ｃ
Ｉ
で
業
授

。
か
す
で

の
用
活
の
材
教
・
書
科
教
ル
タ
ジ
デ

　

。
い
さ
だ
く
て
え
教
を
」
つ
こ
「

が
方
れ
入
り
取
な
ん
ど
、
に
め
始
手

　

書
科
教
ル
タ
ジ
デ

回答者
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ଈͨ͠ίϯςϯπͰֶͼΛਂΊΔɻʹࡐڭ ˙

便覧資料（3年「おくのほそ道」）

˙ ର༁දࣔൈ͖ग़͠ػͰࡐڭจΛஸೡʹಡΉɻ

「話すこと・聞くこと」教材の動画

新出漢字一覧（フラッシュカードもあります）

拡大本文画面（1年「竹取物語」）

「読み方を学ぼう」解説動画（1年「少年の日の思い出」）

学習の流れチャート
˙ ֶͼͷࡏݱΛ၆ᛌ͢Δɻ

※指導者用デジタル教科書（教材）の例です。企画中のため，内容・仕様等について変更になる場合があります。

ノート画面

໘֦େຊจͷҰ෦Λൈ͖ग़ͯ͠যԽ͢Δɻࢴ ˙
教科書紙面画面（3年「おくのほそ道」）

こちらから体験版を
ご覧いただけます。
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三省堂　国語教科書

令和 !年度版
中学校国語・書写教科書
ウェブサイトのご案内

■!令和"年度版『現代の国語』・『現代の書写』の特徴
■!内容解説資料・教科書ダイジェスト
■!各種資料
（年間学習指導計画作成資料・評価規準一覧!他）

随時更新予定

A5判　208ページ 
本体2,300円＋税　ISBN 978-4-385-36586-2

3ʹΘͨΔ๚Λͱ͓͖ͯͨͯ͑͠ݟϑΟϯϥϯυͷ
ҭڭর͢Δ͜ͱʹΑΓɺຊͷࢀͱͯ͠ྫࣄߦҭΛɺઌڭ
͕ਐΉ͖ํΛ͢ߟΔɻϑΟϯϥϯυͷڭҭͷʮຊʯ
͕ɺʮ໌ʯͷຊͷڭҭΛরΒ͠ग़͢ɻ

フィンランド×日本の
教育はどこへ向かうのか
明日の教育への道しるべ

対話して行動する
チームのつくり方
楽しみながら身につく話し合いの技法

A5判　128ページ
本体1,800円＋税  ISBN 978-4-385-36516-9

ରΛͱ͓ͯ͠ΞΠσΞΛੜΈग़͠ɺΞΫγϣϯΛ͜ى
͢ʮະདྷΞΫγϣϯ෦ʯͷੜెͨͪͷฃಆͱΛඳ͘ɻ
ʮओମతɾରతͰਂֶ͍ͼʯͷਐΊํΛɺεΩϧΛਤ
ղ͠ͳ͕ΒཱͯޠͰ͘͞͠ղઆ͢Δɻ

橋本 淳司 北川 達夫･髙木 展郎
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■!著者からのメッセージ動画
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